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今
年
の
１
月
２
月
は
例
年
と
比

較
し
て
大
変
寒
く
、
神
通
滝
の
氷

瀑
が
見
え
、
雪
も
多
く
降
っ
た
こ

と
か
ら
、
例
年
よ
り
多
く
、
町
道

等
の
除
雪
に
建
設
課
職
員
も
対
応

し
た
。
こ
こ
１
週
間
前
位
か
ら
気

温
も
だ
ん
だ
ん
と
上
昇
し
、
春
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

が
、
梅
の
開
花
は
１
週
間
以
上
遅

れ
て
い
る
状
況
。
こ
れ
か
ら
神
山

町
は
春
の
桜
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
多

く
の
観
光
客
が
町
へ
足
を
運
ぶ
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
観
光
拠
点
や

町
内
の
様
々
な
場
所
で
活
気
が
あ

ふ
れ
、
賑
わ
う
こ
と
を
期
待
す
る
。

町
制
施
行
70
周
年

　

10
月
中
旬
に
神
山
中
学
校
屋
内

運
動
場
で
記
念
式
典
の
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。
70
周
年
を
祝
う
華

や
か
な
式
典
と
な
る
よ
う
当
初
予

算
に
経
費
を
計
上
し
た
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震

　

1
月
15
日
に
政
府
の
地
震
調
査

委
員
会
が
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

30
年
以
内
に
起
こ
る
確
率
を「
70
～

80
％
」を「
80
％
程
度
」に
引
き
上
げ

た
。
昨
年
８
月
に
は
宮
崎
県
沖
の

地
震
で
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時

情
報
、
巨
大
地
震
注
意
が
発
表
さ

れ
る
な
ど
、
地
震
に
対
す
る
意
識

が
今
ま
で
以
上
に
高
く
な
っ
て
い

る
。
神
山
町
に
お
い
て
も
、
各
地

域
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
住
民
の
皆
様
と
と
も
に
防

災
意
識
の
向
上
を
図
り
、
発
災
時
、

冷
静
に
対
応
い
た
だ
け
る
よ
う
啓

発
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

国
の
令
和
７
年
度
一
般
会
計

　
一
般
会
計
総
額
に
つ
い
て
は
、

1
1
5
兆
5
4
1
5
億
円
、
前
年

度
比
２・６
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

３
年
連
続
で
1
1
0
兆
円
を
越
え
、

令
和
５
年
度
予
算
を
上
回
り
、
過

去
最
大
規
模
の
予
算
と
な
る
。
本

年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
令
和
６

年
度
に
引
き
続
き
、
こ
ど
も
子
育

て
支
援
の
本
格
実
施
の
経
費
、
我

が
国
周
辺
の
厳
し
い
安
全
保
障
環

境
等
へ
の
的
確
な
対
応
や
防
衛
力

の
着
実
な
強
化
の
た
め
の
経
費
、

グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
「
G
X
」
投
資
の
促
進
、

地
方
創
生
交
付
金
の
充
実
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

神
山
町
一
般
会
計
当
初
予
算

　

令
和
７
年
度
は
過
去
最
大
の
予

算
と
な
っ
た
。
老
朽
化
し
た
公
共

施
設
の
改
修
や
安
心
安
全
対
策
の

た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
、
国
の

示
す
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
対

応
な
ど
、
喫
緊
の
課
題
に
切
れ
目

無
く
対
応
し
、ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は

71
億
1
4
0
0
万
円
と
前
年
比

17
・
４
％
の
増
額
と
な
っ
た
。
本

年
度
は
商
工
費
を
除
く
全
て
の
費

目
で
増
額
予
算
と
な
る
。
総
務
費

の
ふ
る
さ
と
納
税
を
原
資
と
し
た
、

私
立
大
学
等
運
営
費
補
助
金
、
衛

生
費
の
簡
易
水
道
事
業
会
計
へ
の

補
助
の
増
額
な
ど
が
主
な
要
因
。

特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
、合
計
で
18
億
8

 

8

 
1
 5 

万
5
千
円
と
前
年
比
１・２
％
の
減

額
と
な
り
、
国
民
健
康
保
険
は
０
・

６
％
の
増
額
、
介
護
保
険
は
２
・

８
％
の
減
額
、
後
期
高
齢
者
医
療

は
０・９
％
の
増
額
と
な
る
。

簡
易
水
道
事
業

　

令
和
６
年
度
よ
り
、
今
ま
で
の

特
別
会
計
か
ら
地
方
公
営
企
業
法

を
適
用
す
る
企
業
会
計
方
式
に
変

更
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
７
年
度

予
算
は
、
昨
年
度
と
比
較
し
、
広

野
区
域
の
施
設
更
新
事
業
を
開
始

す
る
こ
と
に
よ
る
増
額
と
な
っ
た
。

歳
入

　

自
主
財
源
の
町
税
は
、
昨
年
比

３・０
％
減
の
４
億
4
2
2
1
万
５

千
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

地
方
交
付
税

　
普
通
交
付
税
、
特
別
交
付
税
を

併
せ
て
、
昨
年
よ
り
増
額
し
、

20
億
4
9
2
9
万
9
千
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

基
金
会
計
か
ら
一
般
会
計
へ
の
繰
入
金

　

総
額
で
21
億
6
2
1
0
万
7
千

円
を
計
上
し
、
財
政
調
整
基
金
か

ら
11
億
1
4
0
0
万
円
を
繰
り
入

れ
、
各
種
事
業
の
財
源
不
足
分
に

充
当
し
て
い
る
。

歳
入
比
率

　

自
主
財
源
43
・
４
％
、
依
存
財

源
は
、
56
・
６
％
と
な
り
、
依
存

財
源
の
割
合
が
多
く
を
占
め
る
状

況
が
続
い
て
い
る
が
、
今
後
と
も
、

自
主
財
源
の
安
定
的
な
確
保
に
努

め
て
い
く
。

歳
出

　

義
務
的
経
費
が
21
億
9

 

0

 
6
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万
３
千
円
と
前
年
比
11
・
3
％
の

増
額
。

義
務
的
経
費

　

人
件
費
が
5
・
6
％
の
増
額
、

町
長
等
を
除
く
特
別
職
及
び
職

員
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
料

の
支
給
額
の
増
加
に
よ
る
も
の
。

扶
助
費
は
9
・
8
％
の
増
額
、
公

債
費
は
23
・
2
％
の
増
額
と
な
る
。

投
資
的
経
費

　

９
億
2
8
8
5
万
７
千
円
と
前

年
に
比
べ
4
・
4
％
の
増
額
。

　

老
人
ホ
ー
ム
の
改
修
工
事
、
道

路
改
良
工
事
な
ど
の
増
加
に
よ
る

も
の
。

　

な
お
、
総
務
費
で
計
上
す
る
工

事
で
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
、
議
会
事
務
局
の
事
務
室
、
議

員
控
室
、
議
長
室
の
改
修
を
計
上

し
て
い
る
。

所信表明
令和７年３月定例会



第64号
令和 7年 5月15日発行3

神山町議会�   ３月 定 例 会
　令和７年３月定例会は、令和７年３月５日から 13日までの９日間の会期で開催した。令
和６年度一般会計補正予算、令和６年度特別会計等補正予算、令和７年度一般会計予算、令
和７年度特別会計等予算の他、条例の一部改正、監査委員の選任など 23 件を審議し可決・
同意した。

補正予算
●令和６年度神山町一般会計補正予算（第７号）
●令和６年度神山町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
●令和６年度神山町介護保険特別会計補正予算（第５号）
●令和６年度神山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
●令和６年度神山町簡易水道事業会計補正予算（第３号）
●令和７年度神山町一般会計予算
●令和７年度神山町国民健康保険特別会計予算
●令和７年度神山町介護保険特別会計予算
●令和７年度神山町後期高齢者医療特別会計予算
●令和７年度神山町簡易水道事業会計予算

条　例
●�神山町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正
●�神山町特別職の職員で非常勤のものの報酬、旅費及び費用弁償に関する条例の一部改正
●�職員の給与に関する条例の一部改正
●�職員の分限に関する条例等の一部改正
●�神山町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正
●�神山町税条例の一部改正
●�神山町国民健康保険税条例の一部改正
●�神山町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
●�神山町教職員住宅使用条例の一部改正
●�神山町役場庁舎等増改築基金条例の一部改正

その他
●辺地総合整備計画の変更について
●町有財産の貸与に関する契約
●監査委員の選任
　●住所：神山町神領　●氏名：鍛　昌志　●任期：令和７年４月１日～令和11月３月31日

2025年

  11日
一般質問　新居�榮二議員、佐出�由恵議員、仁志�哲也議員、白土�義信議員
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一般会計及び特別会計の主な事業
●町政施行 70周年記念式典等運営業務委託料� 160 万円
●タクシー利用助成事業委託料� 2,004 万円
●タクシー利用助成事業負担金� 6,300 万円
●企業版ふるさと納税マッチング支援業務委託料� 660 万円
●さあ・くる神山ラボ運営委託料� 2,372 万円
●基幹系システム標準化・共通化対応業務委託料� 2 億 7,182 万円
●地方創生推進交付金事業業務委託料� 7,752 万円
●鮎喰川コモン運営業務委託料� 1,694 万円
●私立大学等運営費補助金� 9 億 7,943 万円
●参議院議員通常選挙費� 919 万円
●統計調査費� 603 万円
●神山温泉利用助成業務委託料� 820 万円
●町社会福祉協議会補助金� 2,389 万円
●軽度・中等度難聴者補聴器購入費助成事業補助金� 20 万円
●老人ホーム施設改修工事� 1 億 6,700 万円
●妊婦支援給付金� 150 万円
●広域斎場負担金� 6,047 万円
●ペットボトル減容機設置工事� 3,148 万円
●地籍調査事業委託料� 1 億 4,524 万円
●有害鳥獣駆除報奨金� 1,900 万円
●森林境界の明確化業務委託料� 3,017 万円
●工事請負費（林道新設改良費）� 1 億 4,090 万円
●有害鳥獣捕獲等対策協議会補助金� 75 万円
●備品購入費（神山温泉管理費）� 902 万円
●県道改良工事負担金� 1,000 万円
●道路改良舗装工事� 2 億 3,150 万円
●耐震改修事業補助金� 1,102 万円
●若者定住支援住宅新築等補助金� 1,500 万円
●消防団運営交付金� 685 万円
●奨学資金貸付金� 1,392 万円
●パソコン機器等購入費（小学校費・GIGAスクール機器更新含む）� 5,980 万円
●パソコン機器等購入費（中学校費・GIGAスクール機器更新含む）� 3,157 万円
●施設改修工事（中学校費・グラウンドネット、体育館カーテン）� 1,279 万円

●中央区域大埜地地区配水管布設替事業� 3 億 3,110 万円
●広野区域配水管布設替事業� 4,612 万円

■令和 7 年度特別会計当初予算
会計名 予算額 前年度当初予算対比

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計   7 億 7,689 万円 0.6％
介 護 保 険 特 別 会 計   9 億 7,861 万円 △ 2.8％
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計   1 億 3,264 万円 0.9％

簡 易 水 道 事 業 会 計
（６年度より公営企業会計方式へ移行）

収益的収入 2 億 3,027 万円 11.9％
収益的支出 2 億 605 万円 2.8％
資本的収入 4 億 84 万円 94.3％
資本的支出 4 億 4,490 万円 80.4％

一般会計 71億1,400万円を可決
前年度当初予算対比 17.4％増額



第64号
令和 7年 5月15日発行5

令和７年度当初予算３月定例会

歳 入

歳 入
71億

1,400万円

歳 出
71億

1,400万円

自主財源
　30億
　8,750万円
　　（43.4％）

依存財源
40億2,649万円

（56.6％）

その他
1億5,887万円（2.2％）公債費

6億5,247万円
（9.2％）

教育費
4億7,340万円

（6.7％）
消防費
2億9,344万円

（4.1％）
土木費
6億4,004万円

（9.0％）

農林水産費
5億7,752万円（8.1％）

衛生費
5億6,154万円（7.9％）

※1万円未満切捨てしているため合計額一致しません。

民生費
14億260万円
（19.7％）

総務費
23億5,407万円

（33.1％）

その他
3億3,115万円（4.7％）

繰入金
21億6,210万円

（30.4％）

その他（5項目）
4億3,997万円

（6.2％）

地方交付税
20億4,929万円

（28.8％）

国庫支出金
3億6,693万円

（5.2％）

県支出金
4億2,720万円

（6.0％）

町債
8億5,190万円

（12.0％）

町税 4億4,221万円（6.2％）

使用料・手数料
4,321万円（0.6％）

歳 出
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【 条例改正の主な内容 】
非常勤特別職の報酬を時勢に応じた処遇改善を図るため、近年の賃金上昇等を参考として報酬額の増
額を行う。

〔 反対討論 〕　（佐出議員）
　神山町特別職の職員で非常勤のものの報酬、旅費、及び費用弁償に関する条例の一部改正に反対の
立場から意見を述べます。
　消防団は令和４年に改正をしているためとの説明がありましたが、それは令和３年に消防庁からの
通達により改正されたものであり、その後３年間改正されておりません。また、消防団への報酬は、
日常的な活動に対する基本的な年額報酬と、出動に応じた成果的な出動報酬の２種類が定められてお
ります。神山町では、出動手当とされている出動報酬分を引き上げるので、今回年額報酬は据え置く
というのなら理解できますが、近々の引き上げの予定もなく、出動報酬分を引き上げ年額報酬を据え
置くということでもないようですので、町民の皆さんのために、危険も顧みず、消火活動に携わり、
また、何日にもわたって行方不明者の捜索をされたりと、本来なら真っ先に引き上げるべき消防団員
の皆さんへの年額報酬を据え置くことは不適当だと考え、今回の条例改正に反対いたします。
　以上です。

〔 賛成討論 〕　（無し）

議案第 2 号　■令和 6 年度一般会計補正予算（第７号）

歳入歳出それぞれ 1億8,851万円増額 予算総額 72億4,970万円

補正予算

歳入 寄付金 総 務 寄 付 金 ふるさと振興事業に対する指定寄付金 1 億 3,139 万円

歳出 総務費

委 託 料 商品券配布業務委託料 3,410 万円

積 立 金
ふるさと創生事業基金積立金 7,939 万円
まち・ひと・しごと創生推進事業基金
積立金 5,200 万円

消防費 災 害 対 策 費 備品購入費 8,000 万円

国民健康保険特別会計補正予算（第 4 号） 144 万円
介護保険特別会計補正予算（第 5 号） △ 1,762 万円
後期高齢者医療特別会計補正予算（第 3 号） △ 271 万円

簡易水道事業会計補正予算（第 3 号）

収益的収入 △ 17 万円
収益的支出 △ 35 万円
資本的収入 △ 350 万円
資本的支出 △ 350 万円

特別会計補正予算

神山町特別職の職員で非常勤のものの報酬、旅費及び費用弁償に
関する条例の一部改正について

賛　成：５
【賛成多数可決】

反　対：２　

● 起立採決（〇：賛成　×：反対　―：議長のため採決には参加せず）
仁
志
哲
也

森
　
一
博

佐
出
由
恵

白
土
義
信

髙
橋
義
英

志
甫
　
守

森
本
孝
夫

新
居
榮
二

〇 〇 × 〇 〇 〇 ― ×

議案第13号
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令
和
７
年
第
１
回　
名
西
消
防
組
合
議
会
定
例
会

　
第
１
回
定
例
議
会
は
３
月
３
日
神
山
町
議
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　
本
定
例
会
で
は
議
案
４
件
を
審
議
し
、
原
案
通
り
承
認
可
決
し
た
。

【
議
案
第
1
号
】

　

�

名
西
消
防
組
合
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

【
議
案
第
2
号
】

　

�

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関

す
る
条
例

【
議
案
第
3
号
】

　
令
和
6
年
度
名
西
消
防
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

【
議
案
第
4
号
】

　
令
和
7
年
度
名
西
消
防
組
合
一
般
会
計
当
初
予
算

　
一
般
会
計
当
初
予
算
総
額　
6
億
4
，3
5
5
万
円

　
　
●
主
な
事
業
内
容

　
　
歳
入　
　
　
　
　
　
　
●
神
山
町
分
担
金　
１
億
6
，4
9
6
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
石
井
町
分
担
金　
3
億
5
，7
8
2
万
円

　
　
　
　
新　

庁　

舎　
●
神
山
町
分
担
金　
　
　
2
，6
4
6
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
石
井
町
分
担
金　
　
　
9
，4
5
1
万
円

　
　
　
　
デ
ジ
タ
ル
無
線　
●
石
井
町
分
担
金　
　
　
9
，5
0
0
万
円

　
　
　
　
ド
ロ
ー
ン
整
備　
●
神
山
町
分
担
金　
　
　
　
　

�　
65
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
石
井
町
分
担
金　
　
　
　

�

1
4
2
万
円

　
　
歳
出　
　
　
　
　
　
　
●
庁
舎
建
設
費　
12
億
65
万
円

令
和
６
年
第
２
回　
名
西
消
防
組
合
議
会
定
例
会

　
第
2
回
定
例
議
会
は
12
月
23
日
石
井
町
議
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　
本
定
例
会
で
は
議
案
７
件
を
審
議
し
、
原
案
通
り
承
認
可
決
し
た
。

【
議
案
第
7
号
】

　
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　
徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
改
正

【
議
案
第
8
号
】

　

�

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例

【
議
案
第
9
号
】

　

�

名
西
消
防
組
合
消
防
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

【
議
案
第
10
号
】

　
令
和
5
年
度
名
西
消
防
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

一
般
会
計
歳
入
5
億
6
，7
1
2
万
円
、
歳
出
4
億
9
，0
8
6
万
円
、
歳
入

歳
出
差
引
7
，6
2
6
万
円
を
認
定
。

　
令
和
5
年
度
分
担
金
（
決
算
額
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
町　
3
億
8
，0
5
9
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
山
町　
１
億
7
，5
8
4
万
円

【
議
案
第
11
号
】

　
令
和
6
年
度
名
西
消
防
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
，1
8
7
万
円
増
額
し
予
算
総
額
8
億
4
，

6
5
9
万
円
と
し
た
。

【
議
案
第
12
号
】

　

�

名
西
消
防
組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
議
案
第
13
号
】

　

�

名
西
消
防
組
合
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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一
般
質
問

一
般
質
問

●
質
問
●

神
山
中
学
校
体
育
館（
室
内
運

動
場
）に
つ
い
て

　
私
が
先
日
2
0
2
3
年
3
月
定
例
会
で

質
問
し
て
か
ら
2
年
が
過
ぎ
去
ろ
う
と
し

て
い
る
が
、
未
だ
に
看
板
が
掛
か
ら
な
い
。

落
成
式
を
し
て
も
卒
業
式
を
し
て
も
そ
の

ま
ま
で
町
民
体
育
館
は
消
え
た
の
か
？

　
教
育
長
は
議
会
軽
視
も
甚
だ
し
い
の
で

な
い
か
。
少
し
責
任
を
感
じ
た
ら
い
か
が

か
。
嘘
は
い
け
な
い
。
子
供
の
教
育
上
良

く
な
い
。
見
解
を
求
め
る
。

答
弁

教
育
長

　
令
和
元
年
当
時
計
画
で
は
神
領
公
民
館

を
解
体
し
、
そ
の
跡
地
に
中
学
校
校
舎
を

新
築
。
体
育
館
に
つ
い
て
は
町
民
体
育
館

を
解
体
し
町
民
体
育
館
兼
神
山
中
学
校
体

育
館
兼
神
領
公
民
館
と
し
て
建
設
す
る
計

画
だ
っ
た
。

　
そ
の
時
の
予
算
計
上
に
お
い
て
工
事
費

や
用
地
取
得
の
た
め
の
財
源
で
あ
る
地
方

債
に
お
い
て
神
山
中
学
校
屋
内
運
動
場
建

設
工
事
と
し
て
事
業
申
請
を
行
う
経
緯
で

神
山
中
学
校
屋
内
運
動
場
と
な
っ
て
い
る
。

あ
え
て
看
板
を
掛
け
な
い
こ
と
と
し
た
。

答
弁

教
育
次
長

　
以
前
の
説
明
で
は
神
山
中
学
校
体
育
館

兼
神
領
公
民
館
と
す
る
、
ま
た
検
討
し
て

い
く
と
い
う
説
明
を
し
て
い
た
が
検
討
を

し
た
結
果
、
神
山
中
学
校
屋
内
運
動
場
と

し
て
看
板
を
掲
げ
て
し
ま
う
と
町
民
の

方
々
が
利
用
し
づ
ら
く
な
る
。
気
兼
ね
す

る
こ
と
な
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
看
板
を

掛
け
な
い
と
判
断
し
た
。

答
弁

教
育
長

　
私
が
神
山
町
民
体
育
館
兼
神
山
中
学
校

体
育
館
と
答
弁
し
た
令
和
5
年
の
3
月
議

会
で
は
工
事
の
関
係
で
変
り
、
今
後
体
育

館
の
名
称
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
答
弁
を

次
長
の
方
か
ら
し
て
い
る
。

再
問
（
1
回
目
）

　

教
育
長
、
教
育
次
長
の
説
明
で
は
、

町
民
体
育
館
を
外
す
と
い
う
説
明
を
受

け
て
い
な
い
。
再
度
教
育
長
に
説
明
を

求
め
る
。
議
事
録
が
あ
る
は
ず
だ
か
ら

出
し
て
き
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁

教
育
長

　

名
称
を
外
す
と
い
う
答
弁
は
し
て
い

な
い
。
最
終
の
結
論
は
出
し
て
い
な
い

が
今
後
検
討
し
た
い
と
答
弁
し
て
い
た
。

こ
れ
は
次
長
の
方
か
ら
し
て
い
る
。

再
問
（
2
回
目
）

　
教
育
長
と
私
の
間
で
意
見
の
相
違
が

あ
っ
て
議
事
録
を
今
出
し
て
く
れ
な
い

の
か
。
議
事
録
は
な
い
の
か
。
こ
の
録

音
を
録
っ
た
議
事
録
は
な
い
の
か
説
明

を
求
め
る
。（
小
休
・
議
事
録
確
認
）

再
問
（
3
回
目
）

　
総
務
課
長
が
持
っ
て
き
た
議
事
録
に
よ

る
と
、
そ
の
時
は
検
討
す
る
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
町
民
体
育
館
の
名
称
を
残
し
て

も
ら
わ
な
い
と
多
分
町
民
も
納
得
い
か
な

い
と
思
う
の
で
、
最
高
責
任
者
で
あ
る
町

長
に
答
弁
を
求
め
る
。

答
弁

町
長

　

看
板
は
事
業
申
請
に
沿
っ
た
も
の
を
設

置
す
る
必
要
が
あ
る
。
あ
え
て
掛
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
利
用
の
た
め
ら
い
と
か
不
安
感

を
取
り
除
き
遠
慮
な
く
気
軽
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
工
夫
し
た
も
の
で
あ
る
。
5
月
号

の
広
報
誌
に
新
し
い
体
育
館
の
使
い
方
Ｑ

＆
Ａ
と
い
う
こ
と
で
詳
し
く
特
集
を
組
み

掲
載
し
て
い
る
。

再
問
（
4
回
目
）

　

町
長
の
答
弁
に
よ
る
と
Ｑ
＆
Ａ
と
い

う
、
私
も
意
味
が
わ
か
ら
な
い
が
看
板
は

結
局
体
育
館
が
建
っ
た
の
に
看
板
を
掛
け

な
い
と
い
う
こ
と
か
。
看
板
は
掛
け
ず
に

そ
の
ま
ま
ず
う
っ
と
い
く
と
い
う
こ
と
か
、

説
明
を
求
め
る
。

答
弁

教
育
次
長

　

看
板
に
つ
い
て
は
地
方
債
の
関
係
で
掛

か
ら
な
い
。
こ
れ
は
借
金
が
あ
る
か
ら
町

民
体
育
館
と
掛
け
ら
れ
な
い
。
看
板
に
つ

い
て
は
掲
げ
な
い
と
い
う
こ
と
で
い
く
。

答
弁

副
町
長

　

地
方
債
で
過
疎
債
を
借
り
入
れ
て
お

り
、
今
年
度
か
ら
7
割
が
返
っ
て
く
る
仕

組
で
あ
る
。
教
育
長
が
言
っ
た
よ
う
に
遠

慮
が
ち
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
看
板
を
掛

け
な
い
方
向
で
い
く
。

再
問
（
5
回
目
）

　
町
民
体
育
館
と
い
う
名
前
が
消
え
て
し

ま
う
の
は
本
当
に
寂
し
い
感
が
す
る
。
地

方
債
が
終
っ
て
か
ら
で
も
結
構
だ
。
約
束

し
て
く
れ
な
い
か
。
こ
れ
は
町
民
と
し
て

恥
ず
か
し
い
。
も
う
一
度
説
明
を
求
め
る
。

答
弁

教
育
次
長

　

地
方
債
、
過
疎
債
の
償
還
に
つ
い
て
は

12
年
か
か
る
予
定
な
の
で
、
12
年
後
に
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

答
弁

副
町
長

　
過
疎
債
は
借
り
入
れ
た
年
度
の
次
の
年

か
ら
償
還
が
始
ま
る
の
で
借
り
た
お
金
は

一
度
に
い
た
だ
け
る
が
、
償
還
に
つ
い
て
は

12
年
か
か
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
12
年
か
か
る
と
私
も
生
き
て
い
な
い
の

で
、
ど
う
か
生
き
て
い
る
う
ち
に
町
民
体

育
館
と
い
う
名
称
を
つ
け
て
い
た
だ
い
て

町
民
が
集
え
る
所
に
。
中
学
校
の
ま
ま
で

は
使
い
づ
ら
い
面
が
あ
る
。
そ
の
点
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
た
い
。

新居議員の録画映像はこちらから

新居榮二 議員
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一
般
質
問

一
般
質
問

●
質
問
1
●

消
防
団
へ
の
寄
附
に
つ
い
て

　
町
が
消
防
団
に
対
し
団
員
は
寄
附
を
受
け

取
ら
な
い
こ
と
と
、
寄
附
の
貼
り
出
し
は
し

な
い
よ
う
に
と
指
示
し
た
と
聞
い
て
い
た

が
、
指
示
が
守
ら
れ
た
の
か
。

答
弁

総
務
課
長

　
昨
年
12
月
の
分
団
長
会
で
消
防
団
に
通
知

し
た
。
団
員
が
直
接
お
金
の
徴
収
や
、
貼
り

出
し
は
し
て
い
な
い
と
い
う
報
告
を
受
け
て
い

る
。
後
援
会
組
織
か
ら
部
へ
の
お
歓
び
は
あ
っ

た
が
地
域
の
活
動
な
の
で
詳
細
に
つ
い
て
は
把

握
し
て
い
な
い
。

再
問

　
物
価
高
騰
や
高
齢
者
世
帯
の
増
加
か
ら
も

来
年
度
以
降
も
運
営
交
付
金
を
増
額
し
、
近

い
将
来
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
寄
附
を
頂

か
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

総
務
課
長

　
消
防
団
の
運
営
交
付
金
の
増
額
に
つ
い
て
は

今
後
も
、
消
防
団
活
動
の
内
容
を
検
討
し
な

が
ら
、
積
極
的
に
予
算
計
上
等
は
し
た
い
。

●
質
問
２
●

大
災
害
時
に
お
け
る
消
防
団
と
各
種

団
体
の
協
力
に
つ
い
て

　
大
災
害
時
、
複
数
の
団
員
が
所
属
し
て
い

る
組
合
や
事
業
所
が
災
害
対
応
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
の
出
動
可
能
な
団
員
数
を
把
握

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
各
地
区
の
自
主
防

災
組
織
や
、
民
間
の
各
種
団
体
と
ど
の
よ
う

な
協
力
体
制
が
整
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁

総
務
課
長

　

大
災
害
時
、
会
社
や
団
体
で
の
業
務
に
携

わ
る
た
め
に
出
動
で
き
な
い
人
数
は
、
把
握
が

で
き
て
い
な
い
。

　
各
種
団
体
と
の
連
携
は
ま
ず
神
山
町
役
場

で
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
消
防
署
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
消
防
団
等
で
火
災
や
災
害

等
に
対
応
す
る
。

　

自
主
防
災
組
織
等
に
つ
い
て
は
地
域
の
災

害
時
の
お
手
伝
い
と
し
て
の
団
体
で
あ
る
。

　

消
防
団
、
自
主
防
、
ま
た
地
域
の
団
体
、

各
社
会
福
祉
協
議
会
、
消
防
署
等
と
の
連
携

を
図
って
防
災
訓
練
を
続
け
て
い
く
。
さ
ら
に

自
助
、
初
め
の
３
日
間
は
自
分
で
自
分
を
守

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
進
め
て
い
き
た
い
。

●
質
問
３
●

神
山
町
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

　
高
齢
者
や
移
動
が
困
難
な
住
民
へ
の
支
援

策
が
計
画
通
り
実
行
で
き
る
の
か
。
ま
た
、

住
民
の
高
齢
化
や
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
な
ど

町
と
し
て
は
、
優
先
順
位
の
高
い
課
題
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

の
か
。

答
弁

総
務
課
長

　
高
齢
者
の
把
握
は
健
康
福
祉
課
で
要
援
護

者
台
帳
を
作
り
、
消
防
署
等
と
共
有
し
連
携

を
と
る
。
ご
近
所
、
民
生
委
員
さ
ん
、
地
域

の
消
防
団
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

一時
避
難
を
す
る
。

　
総
務
課
で
備
蓄
品
等
災
害
用
の
資
機
材
等

の
購
入
を
進
め
各
地
区
で
の
発
災
時
の
充
実

化
を
図
る
。
道
路
維
持
に
つ
い
て
は
建
設
課
の

令
和
７
年
度
予
算
に
お
い
て
令
和
６
年
度
よ
り

維
持
費
、
工
事
等
の
予
算
も
増
額
計
上
し
て

対
応
し
て
い
る
。で
き
る
範
囲
で
順
次
対
応
し
、

防
災
訓
練
等
啓
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

再
問

　
町
の
推
計
人
口
は
町
が
発
表
し
て
い
る
人

口
よ
り
少
な
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど

ち
ら
の
人
口
を
も
と
に
地
域
防
災
計
画
が
立

て
ら
れ
た
の
か
。

答
弁

総
務
課
長

　

地
域
防
災
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
国
勢
調

査
の
人
口
を
も
と
に
計
上
し
て
い
る
。

再
々
問

　
自
主
防
災
組
織
数
と
、
町
長
の
地
元
の
青

井
夫
地
区
、
前
町
長
の
上
角
地
区
と
も
に
、

自
主
防
災
組
織
が
組
織
さ
れ
て
い
な
い
が
、

原
因
は
何
か
。
今
後
、
自
主
防
災
組
織
を

結
成
す
る
動
き
が
あ
る
の
か
。

答
弁

総
務
課
長

　
自
主
防
災
会
及
び
自
主
防
災
組
織
は
22
団

体
、
自
衛
消
防
隊
11
団
体
で
、
組
織
率
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
４
月
１
日
で
58
・
８
％
で

あ
る
。

　
神
領
青
井
夫
、
上
角
で
は
、
地
域
の
実
情

と
し
て
戸
主
会
、
消
防
団
が
機
能
し
て
い
る

と
の
判
断
を
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
多
く
の
自
主
防
災
組
織
を
作

る
必
要
が
あ
る
の
で
今
後
も
啓
発
等
は
進
め

る
。●

質
問
４
●

ワ
ク
チ
ン
行
政
に
つ
い
て

　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
方
で
も

発
症
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
副
作
用
で
、
帯
状
疱
疹
の
患
者

が
増
え
て
い
る
と
の
医
師
か
ら
情
報
発
信
も

あ
る
。
帯
状
疱
疹
に
罹
患
さ
れ
た
方
の
人
数

を
調
査
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

答
弁

健
康
福
祉
課
長

　

国
で
は
、
定
期
的
に
厚
生
科
学
審
議
会
の

予
防
接
種
、
ワ
ク
チ
ン
分
科
会
を
開
催
し
、

最
新
の
情
報
を
収
集
分
析
し
て
い
る
の
で
、

町
独
自
に
調
査
す
る
予
定
は
な
い
。

再
問

　
全
国
的
に
超
過
死
亡
が
発
生
し
て
お
り
、

神
山
町
で
も
人
口
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る

の
に
年
間
の
死
亡
者
数
は
減
っ
て
い
な
い
。

町
独
自
の
調
査
が
必
要
で
は
無
い
か
。

答
弁

副
町
長

　
予
防
接
種
基
本
計
画
の
中
で
役
割
分
担
が

決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
町
で
は
そ
の
よ
う
な
調

査
は
行
わ
な
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
は
、
メ
リ
ッ
ト（
利
点
）、
デ
メ

リ
ッ
ト（
欠
点
）の
両
方
が
あ
る
の
で
、
十
分

な
情
報
を
発
信
し
ワ
ク
チ
ン
行
政
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

佐出議員の録画映像はこちらから

佐出由恵 議員
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一
般
質
問

一
般
質
問

神
領
地
区
防
災
訓
練
の
様
子

●
質
問
1
●

　
本
町
各
地
区
の
防
災
訓
練
に
対
す

る
啓
発
や
関
わ
り
方
、
さ
ら
に
発
災

時
に
対
応
す
る
装
備
品
や
備
蓄
品
に

つ
い
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
改
め

て
状
況
を
伺
う
。

答
弁

総
務
課
長

　
備
蓄
食
糧
品
に
つ
い
て
は
、
各
地

域
の
備
蓄
品
の
消
費
期
限
等
で
毎
年

度
順
次
更
新
し
て
い
る
。
ま
た
、
機

器
に
つ
い
て
は
、
国
、
県
の
補
助
金

に
申
請
し
、
毎
年
い
く
つ
か
の
備
品

を
購
入
し
て
い
る
。

　
今
回
は
補
正
予
算
で
有
利
な
補
助

金
が
あ
っ
た
の
で
、
追
加
購
入
を
予

定
し
て
い
る
。
備
蓄
品
、
機
器
に
つ

い
て
は
、
補
助
事
業
を
利
用
し
な
が

ら
、
配
備
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

防
災
訓
練
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
で

実
施
す
る
防
災
訓
練
に
社
会
福
祉
協

議
会
、
消
防
署
と
連
携
し
協
力
し
て

い
る
。
今
後
も
地
域
の
団
体
と
連
携

し
、
様
々
な
訓
練
を
実
施
で
き
れ
ば

と
思
う
。

●
質
問
２
●

　
南
海
東
南
海
地
震
に
対
し
、
町
長

よ
り
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
、
危
機
感

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、

十
分
承
知
し
て
い
る
が
、
大
規
模
災

害
発
生
状
況
下
で
は
、
地
方
自
治
体

で
の
対
応
に
は
、
限
界
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
す
る
。
災
害
時
、

避
難
所
の
運
営
に
当
た
っ
て
、
市
町

村
や
政
府
と
の
窓
口
に
な
る
、
支
援

班
の
設
置
を
定
め
て
い
る
の
は
、
14

都
道
県
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
の
報

道
が
あ
っ
た
。
災
害
救
助
法
で
は
、

こ
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
大
規
模
な

災
害
で
は
、「
避
難
所
の
運
営
や
、

食
料
・
物
資
の
供
給
、
医
療
な
ど
を

含
め
た
救
助
活
動
の
主
体
は
都
道
府

県
と
定
め
る
」
と
あ
る
が
、
実
際
の

運
営
は
市
町
村
が
主
体
と
い
う
例
が

ほ
と
ん
ど
の
よ
う
だ
。

　

被
災
経
験
の
あ
る
自
治
体
で
は

「
県
に
は
避
難
所
の
運
営
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
業
務
で
支
援
を
依
頼
し
た

が
、『
そ
れ
は
市
、
町
の
仕
事
で
す
』

と
言
わ
れ
た
」と
の
こ
と
。
そ
こ
で
、

県
の
支
援
班
設
置
の
取
り
組
み
状
況

と
、本
町
に
対
す
る
協
力
関
係
及
び
、

支
援
体
制
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁

総
務
課
長

　
支
援
班
の
設
置
に
つ
い
て
、
１
月

の
新
聞
掲
載
に
あ
っ
た
、
14
都
道
県

の
う
ち
に
徳
島
県
も
入
っ
て
い
る
。

徳
島
県
の
地
域
防
災
計
画
で
は
災
害

対
策
本
部
の
中
に
被
災
者
支
援
班
が

あ
り
、
災
害
救
助
法
が
適
用
に
な
っ

た
場
合
、
派
遣
連
携
が
あ
り
、
町
側

と
し
て
は
派
遣
窓
口
と
し
て
総
務
部

門
で
受
入
や
つ
な
ぎ
、
調
整
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
主
に
災
害
ケ
ー

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
支
援
で
あ

り
、
応
援
派
遣
、
専
門
家
派
遣
や
支

援
調
整
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
県
に
お
い
て
も
徳
島
県
被
災
者
支

援
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
等
に
よ

り
、
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

仁志議員の録画映像はこちらから

仁志哲也 議員
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一
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問

一
般
質
問

●
質
問
1
●

一
斉
清
掃
に
つ
い
て

　
5
月
、
6
月
頃
に
は
、
町
内
各
地

区
で
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
る
が
、

1　

 

こ
の
一
斉
清
掃
は
い
つ
頃
か
ら

始
ま
っ
た
も
の
な
の
か
。
国
道

も
ま
だ
通
っ
て
い
な
か
っ
た
頃

か
と
思
わ
れ
る
。

2　

 

こ
の
始
ま
っ
た
時
と
い
う
こ
と

で
、清
掃
範
囲
と
か
、時
間
と
か
、

細
か
な
決
ま
り
事
な
ど
は
あ
っ

た
の
か
。
安
全
に
気
を
つ
け
て

と
い
う
こ
と
で
、
地
元
任
せ
だ
っ

た
の
か
。

　
ま
た
、
こ
の
始
ま
っ
た
頃
と
今
で
は
、

高
齢
化
や
人
数
減
少
に
よ
る
人
手
不
足

に
よ
り
一
斉
清
掃
が
で
き
な
い
地
区
も

出
て
く
る
と
思
う
が
、
下
分
地
区
で
も

今
年
か
ら
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
と

こ
ろ
が
出
て
き
た
が
、
そ
の
よ
う
な
と

こ
ろ
に
、
今
後
、
町
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
く
の
か
考
え
を
お

聞
き
し
た
い
。

答
弁

住
民
課
長

　
一
斉
清
掃
に
つ
い
て
だ
が
、
現
在
、

町
内
各
地
域
や
集
落
を
対
象
と
し
て
、

衛
生
組
合
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
公

共
の
場
に
お
け
る
清
掃
活
動
、
一
斉

清
掃
と
し
て
、
道
路
や
河
川
、
水
路

等
の
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
な
ど
、
各

衛
生
組
合
の
皆
様
に
は
、
環
境
美
化

推
進
と
い
う
こ
と
で
、
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

ご
質
問
の
1
点
目
、
い
つ
頃
か
ら

始
ま
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
、
昭
和
45
年
1
月
10
日
に
制
定
さ

れ
た
、
神
山
町
衛
生
組
合
設
立
及
び

同
組
合
助
成
規
程
を
確
認
す
る
と
、

衛
生
組
合
の
設
立
や
目
的
、
組
合
の

行
う
事
業
、
補
助
金
の
助
成
等
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
附
則
と
し
て
、
昭

和
44
年
度
分
の
補
助
金
か
ら
適
用
す

る
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
44
年
度

頃
か
ら
地
域
の
清
掃
活
動
と
し
て
一

斉
清
掃
が
始
ま
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
規
程
制
定
か
ら
50

年
以
上
が
過
ぎ
、
書
類
の
保
存
期
限

も
過
ぎ
て
い
る
た
め
、
一
斉
清
掃
の

開
始
時
期
や
理
由
等
が
記
録
さ
れ
た

資
料
で
の
確
認
は
で
き
な
い
が
、
神

山
町
に
お
い
て
、
一
斉
清
掃
の
開
始

時
期
は
昭
和
44
年
頃
か
ら
と
推
測
さ

れ
る
。

　

2
点
目
の
一
斉
清
掃
が
始
ま
っ
た

時
、
清
掃
範
囲
、
時
間
、
決
ま
り
事

は
あ
っ
た
の
か
、
地
元
任
せ
だ
っ
た

の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
昭
和

45
年
1
月
10
日
に
お
い
て
、
規
程
が

制
定
さ
れ
た
が
、
制
定
後
、
50
年
以

上
が
経
ち
、
清
掃
活
動
と
し
て
一
斉

清
掃
が
始
め
ら
れ
た
理
由
等
が
記
録

さ
れ
た
書
類
に
つ
い
て
は
、
保
存
期

限
が
過
ぎ
て
お
り
、
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
規
程
第
3

条
中
に
組
合
は
臨
機
自
発
的
に
事
業

を
実
施
す
る
も
の
と
し
て
お
り
、
町

は
組
合
発
案
の
事
業
に
対
し
、
助
言

と
協
力
を
行
う
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
一
斉
清
掃
に
つ

い
て
は
、
清
掃
範
囲
や
時
間
等
の
決

ま
り
事
は
な
く
、
地
元
各
衛
生
組
合

が
中
心
と
な
っ
て
、
各
地
域
に
応
じ

た
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

答
弁

町
長

　

始
ま
っ
た
頃
と
、
今
で
は
、
高
齢

化
や
人
数
減
少
で
一
斉
清
掃
が
で
き

な
い
地
区
も
出
て
く
る
と
思
う
が
、

今
後
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
い
く
の
か
と
い
う
質
問
だ
が
、

こ
の
一
斉
清
掃
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
繋
が
り
や
、
環
境
美
化
の
推
進
と

い
う
事
か
ら
、
今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
事
業
で
は
あ
る
が
、
住
民
の

高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
、

現
状
、
一
斉
清
掃
の
実
施
が
難
し
い

地
域
も
出
て
き
て
い
る
。
国
道
、
県

道
の
草
刈
り
に
つ
い
て
は
徳
島
県
の

東
部
県
土
整
備
局
予
防
保
全
担
当
が

建
設
業
者
や
神
山
町
小
規
模
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
委
託
契
約

を
結
び
、
清
掃
作
業
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、町
道
の
草
刈
に
つ
い
て
は
、

建
設
課
が
、
神
山
町
小
規
模
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
委
託
契
約
を
結
び
、

実
施
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
建

設
課
職
員
が
対
応
す
る
場
合
も
あ
る
。

　

各
地
域
に
お
い
て
は
、
参
加
者
等

の
状
況
に
応
じ
て
、
場
所
や
内
容
等

を
見
直
し
て
い
た
だ
き
、
無
理
の
な

い
範
囲
で
清
掃
作
業
を
今
後
も
行
っ

て
い
け
る
よ
う
お
願

い
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
な
お
町
と
し

て
も
、
地
域
の
環
境

美
化
保
全
活
動
が
継

続
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
衛
生
組
合
の

活
動
に
際
し
て
は
、

助
成
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

白土議員の録画映像はこちらから

白土義信 議員
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

　
3
月
７
日　
第
56
回
神
山

中
学
校
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

卒
業
生
24
人
が
こ
れ
か

ら
、
自
ら
選
ん
だ
道
を
進
み

ま
す
。

　
地
域
の
外
で
学
び
、
将
来

神
山
町
に
貢
献
し
て
く
れ

る
、
若
者
に
育
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

�

（
髙
橋　
義
英
）

発行／神山町議会（〒771-3395　徳島県名西郡神山町神領字本野間100　TEL 088-676-1511　FAX 088-676‐1100）

議会だより
かみやま 2025.５.15

３月定例会

64第 号

議
会
の
動
き

■
５
月

27
日　

�

町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修

会（
東
京
都
）

30
日　
議
会
運
営
委
員
会

■
６
月

中
旬
～　
６
月
定
例
会

25
日　

�

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時

総
会

■
７
月

１
日　

�

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
役
員

会

上
旬　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

30
日　

�

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
第
81

回
定
期
総
会

■
８
月

８
日　
徳
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

● 

表
紙
写
真
説
明 

●

　

２
月
23
日
、
阿
川
梅
祭
り
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
行
わ
れ
た

餅
投
げ
の
様
子
で
す
。

　

町
内
外
問
わ
ず
大
勢
の
人
た
ち
が
来

て
く
れ
ま
し
た
。
天
気
を
心
配
し
て
い

ま
し
た
が
、
天
気
に
恵
ま
れ
た
良
い
一

日
で
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
餅
投
げ
や
梅
飛
ば
し
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
大
人
も
子
ど

も
た
ち
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
一
日
で
し

た
。

　
み
ん
な
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
ネ
～
。

�
（
志
甫　
守
）

神山の
風 景

あ
な
た
は
、

春
が
好
き
で
す
か
。

夏
が
好
き
で
す
か
。

秋
が
好
き
で
す
か
。

そ
れ
と
も
冬
が
好
き
で
す
か
。

寒
～
い
日
が
過
ぎ
て

緑
も
広
が
り
自
然
が
豊
か
で
美
し

い
季
節
で
す
。
新
し
い
生
命
も
芽

吹
き
草
花
や
木
々
も
活
気
づ
き
色

と
り
ど
り
の
花
も
咲
き
誇
り
ま
す
。

季
節
の
風
に
の
っ
て
行
き
ま
せ
ん

か
。
自
分
自
身
を
信
じ
、
五
感
を

研
ぎ
す
ま
し
て
、
き
っ
と
素
晴
ら

し
～
い
人
生
が
待
っ
て
い
ま
す
よ
。

�

（
志
甫　
守
）

つ

や
ぶ

き


